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 木々の葉の色が変わり始め、秋の訪れも目に見えてわかるようになってきました。今年度は、例

年とは違う状況の中で教育活動が行われています。みなさんも学校事務職員として「今できること

は何か」を常に問い続けながら過ごしてきたのではないでしょうか。今こそ学校運営に主体的かつ

積極的に参画し、力を発揮していく時です。 

 

「第２期活動プラン」スタートです！ 

 

平成２６年度に事務職員会のグランドデザインが策定され、その実行策として５年間の活動プラ

ンが策定されました。その活動プランも昨年度で終了し、今年度より新たに第２期活動プランがス

タートします。 

「子どもの豊かな育ち」を学校事務職員のミッションと捉え、事務職員会のテーマである「教育

の質を高める教育事務を創造する」ために第１期活動プランに引き続き５年間の活動プランが設定

されています。今年度は、第２期活動プランの初年度である「学校事務職員の専門性と役割」を重

点に研究を行います。 

第２期活動プランは図のようにイメージできます。「子どもの豊かな育ち」の実現に向け、教育の

質を高める教育事務を担って

いくために基盤となる「学校事

務職員の専門性と役割」に、前

活動プランの各重点をより広

域に捉え、表現を一般化した

「財務マネジメント」、「情報マ

ネジメント」、「カリキュラムマ

ネジメント」、「組織マネジメン

ト」を設定し、前活動プランか

らの進化（深化）を図ります。 

それぞれの研究の重点を個

別に捉えるのではなく、総合的

に捉え、他職種や保護者・地域

を巻き込んで大きな歯車を動

かすイメージを持っていただ

けたらと思います。 

事務職員会研究部 



令和２年度 研究の重点「学校事務職員の専門性と役割」 

みなさんは＜学校事務職員の専門性と役割＞という言葉を聞いてどのようなことを思い浮かべる

でしょうか。学校事務職員の専門性と役割は、事務職員が職務を遂行する上で基盤となるものです。

行政職員としての専門性と学校職員としての専門性が求められる自身の職についての理解を深め、

役割を意識することは、遂行する職務の内容や質に大きく影響します。普段無意識に行っていること

を意識化し、価値付けをし直すことで、専門性や役割に対する自覚と意識が高まってくるはずです。

ぜひ、今年度はそれらを意識して、教育の質の向上に貢献していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月に行われる事務職員会 全体会では、主体的・積極的に学校経営に参加する中で、「学校職

員として」また「行政職員として」の専門性を生かし、より広い視野に立って学校におけるマネジ

メント機能を発揮させ、教育の質の向上に貢献するためのポイントを提案していきます。 

 提案・講話後のグループワークでは、自身の学校事務職員としての仕事における取組度合いにつ

いてワークシートを使って振り返り、他校の事務職員との意見交換を予定しています。実りの多い

会となるよう、準備を進めています★ 

 

～学校事務実践レポートの募集～ 
 全事研では、みなさんの実践事例を募集しています！実践内容は、経験の浅い事務職員による初実

践から支部単位での実践･･･等色々です。レポートは A４で２ページ以内のため、気負わず気軽に応

募してください。たくさんの応募をお待ちしています！ 

実践区分は以下の５つに分かれています。 

・日頃から取り組んでいる実践 

・財務マネジメントを生かした運営改善の実践 

・経験の浅い事務職員の実践、「初めて挑戦した」等の実践 

・様々な学校マネジメントの実践 

・OJTや研修会等での人材育成に取り組んでいる実践 

応募していただける方は、11月 13日（金）までに S.Komにて豊田中学校までご提出ください。 

静教研事務研究部では、11月を「静岡財務マンス」として取組をしています。 

過去の実践レポートの事例を参考に、各校で財務について実践してみてはいかがでしょうか？ 


